












































' EHacnchcn~DicAP""Ig2"ﾉ'i[JIIE (KEK5; 1ZAuil;COttingcn:VandcnhD"k
&RuP｢ccht, 1960)81 99を参照．尚. C.K・Barrett,7､ﾉ1eAcrsq/"IEAP"""([cc; 2




z C,H.D(1dd, 7ルビAP(JsID/jcJJr"rﾉ1"壇""dirsDEI'E/叩"祀打応(L()ndcn: HoddcT&
Stouglllo[1, 1936) ] 35; U.Wilckens,DIIJM芯5jOPIsrEdEFT IJErA""蛇ﾉgEsc/1"/1if
















8191 1 1. 1ervill,DIEAP"rご囎ど5r/HcAIE (KEK5;GOttmgen: VilndenhOeCk&Rupre
cht, 1998) 151 153-
'3 Haenchen,99 103.
H M.Dibelius, "DieRiadenderAPostelgeSChichteunddieantikeGIBsIEhiChISSch=
reibung,'' inidem.,AI"izEz"rAP"JEI8escﾉli(JIZE (G(itlinge]] : Vandenhoe(gk&Rupre-
cht,1953) 1231251Haenchen,9399,238241 1 H.Conzelmann,DiEAP"舵囎ピー
s[A虻加ど (HbNT7ITUbingen: 1.C.B.MOhT, 1972) 9 10iEPlbmacher,LIJA""
/1FIEFIjiriix･JTEF-SE/""芯舵"Er (GOttingen:Vandenh…k&Rupre亡ht, 1972) ;G.s仁hnei
der,DjEAP"rど畑"cﾉ"‘〃花(HThKNT5/1 2; 3.Aun. ; ZBde; Freiburg:Herder,
1980 1982) 1.95 103;原口尚彰「ロゴス‘エートス・パトス使徒言行録の演
説の研究j新教出版社2005年" 1620頁を参蝿。
5 E.Schur'ar,Tﾉ'‘H“･ひ｣Qffﾉ'2ﾉewj‘ﾉ!pど･〆eか'〃正AggW""ScArisI (3vols ;
RevisedEnglishVersi0n; rev_&ed.GVermes/EMillar/M.GoodnlanH Edin.
burgh:T&TCIark,1986) 3､162;M.Stern,"ThelewiShDia5pora,'.Ⅳ正ﾉEwj3/JP"plr
〃”ﾉ1EHrsrCe"r脚〃(以後,ﾉPFCと略記; 2vols i ed.S.Safmi/M.Stern(ASSen: Van
Gorcum; PhiladelPhia，PA： Fortress， 1974 1976) 1142, 147 148; S､APPlebaum,
"GTheOrganizationofthe]EwishCommunilies intl]eDlaspora,'' ノPFCT1.482;
P.R.Trebilco, ノEwj5ﾉIC､加加Ⅱ""jEsjITAsMM"10r (､DSNTSSM69;Cambridge:Uni





は~ユダヤ以外では．パルテイア， メディア‘エラム， メソポタミア， カッ
パドキア‘ ポントス， アジア フリギア， パンフィリア． エシ'う.卜． リ
ビア ローマ‘ クレタ． アラビア等． 広範囲であったことを述べている






都, |｣･はほとんと§ないと述べられている （シビュラ3.271 ; ヨセフス『[IT




シリア， パンフィリア' ． キリキア‘ ビティニアやボントスに稲るまでの
小アジア全体~ ギリシア本kでは． テッサリア． ボエテイア， マケドニ
ア． アエ|､リア、 アッティカ， コリント他のべロポネソス､陥島地域． エ
ウボエア~ キプロスやクレタ等の島娘にも住んでいた （「ガイウス」
281 282)． フイロンはさらに． バビロンにもユーフラテス川を超えた地
域にもユダヤ人l,Lﾄ鮎地があったと述べており， ユダヤ人の巡礼の出身地
h M､Stcm,〃〕FClll7 ］ ］8
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'ケト Y『IMgherikoviar,陸"“疎kC抑"j”"n口""1E/CwJ IPhiladelphia ; The lewishPub-
licationSodetyofAmerにa, 1959) 347.
IR H.ILeon)T7，eノピwsq/A"cie"IRC"配(UpdatcdcditiDn; PeabOd)｢>MA: Hendrl,gk-
民on, 1995) 7592; I､.HKant, ､､lewishlnscriPtionSinGreekandLatl'','. 』4NRW1120,2
(1989) 671713; L.YRLltgers,刀肥/IJws"1L"fEA"cjEmRo"『c; Evjf/'J""0/℃1J加"αノ










逆らっていると言って非難し （7：f45,51 53) , 神殿を人間の手で作っ
たものとして批判したので（7： 4650) ．議員たちは激昂し， ステファ
ノを石で打って処刑してしまったときれている （7： 54~60)。ステフア
ノの神殿批判の核心は， 天地の創り主なる神は人間の手で作った建築物
である神殿には住まないということにあり， それを， イザヤ書66: 1 2






あり続けた(1Iマカ3: 12; 5: 19; IIIマカ2: 9> 16; ヨセフス『古代誌」








代誌｣14.112 113; 16.163, 166, 171 ; 18.312313; フイロン「モーセの生涯」
1 .254； 「律法各論」153 154; 「ガイウス」315;キケロ『フラックス弁護」
28,“69； タキトウス「年代記」 5.5.1) ( !0'･他方,神殿で行われる祭りに
参加するためにディアスポラの民が巡礼として上京する習慣があった
(ヨセフス「古代誌1 17.26; フイロン『律法各論」 1.6970) 'u!o従って，
ヘレニストの一人であるステファノの神殿批判の起源は， デイアスポラ
のユダ．ヤ教ではなく， イエスの神殿批判にあると考えた方が良いであろ
う （マタ24: 1 2; 26: 61 ;マコ13: l2; 14: 58;ルカ22: l; ヨハ2





教旅行（使13 : 1l4: 28) と， ギリシア本土の主要都市を舞台にした第
2宣教旅行(15: 36 18[ 23)の際に， まず宣教地のシナゴーグを訪れて
安息日礼拝に参加して伝道説教を試みている (13: 5, 1443; 14: 1 ; 16z
1314; 17: 1 4, 1112; 18: 4)。ユダヤ人の中にパウロの言葉を受け入
れた者もいたが(14: l i l7: ll 12) , 多くは受け入れず反対する側に
' ' ! Schurer,3.147 148;TRajak, "Diaspora,"RGG'l.827;Trebllco, 16,39; I~M.G.
BarcI叫『, ノEws jp1〃肥ME〔ﾉ"Errq打Eα打D加乎0m(､Edinburgh] T&TClark, 1996) 198,
419;SSafmi, &(REliltiGnsbctweentheDiasporaandtheLandOflsrael,''ノPFCLl85
199; E,Schnabel, "lewiShOppoSitiontoChristians inAslaMInor,"BBRl8 (2008ノ
253259，
' ' ) Schnabel<259260､
デイアスポラのユダヤ教を知る史料としての使徒言行録 129
回った(13: 4451 ; 14: 26; 18: 56)。そこで， パウロの宣教はユダ
ヤ人よりむしろ， 異邦人たちを目標にするようになったとされている
(13: 4649; 17: 59, 13; l8: 6)｡
小アジアについて言うと， セレウコス朝のアンテイオコス三世は， メ
ソポタミアやバビロン地方のユダヤ人二○○○人をリュデイアやフリギ
アヘ附兵として入植させた（ヨセフス「古代誌」 12.148 153) [ '2}． 1マカ
15: 1623に引用されているローマの執政官ルキウスからプトレマイオ
ス王に宛てた書簡は， 小アジア諸都市にユダヤ人共同体が存在すること
を前提にしている。 さらに． ローマ帝政期には， フイロンが， 小アジア
とギリシア本土の全域にユダヤ人居留地が陸がっていたことを証言して






は‘ カトイキア(KoiToLK(c() と呼ばれた（ヨセフス「古代誌」 12.147
153;C"1.775) ' 14'･ユダヤ人共同体を指導したのは． ケルーシア
(Y"oUO[")であり （ヨセフス「戦記j2.412>488;フイロン「フラツクス」
74)， 長老たち (Yfp6''T";叩印66TEpoL) によって構成され（ユデイ6：
' 'ﾕ’ ヨセフスはセレウコスー世ニカトールが、 シリアや小アジアに新たに建
設した諸都市とその周辺にユダヤ人を怖兵として多数移住ざせ‘ ギリシア人
と同等の市民催を付与したとしている （ヨセフス『アピオンj z､39; 『古代誌j
12.ll9; i戦記」 711〔))。 しかし， それを要付ける他の証拠がないために． 史実
性が疑われている、 Itherikover,328329;TTebllco, 168を参照。




15 17),その司たち (lipXo'jTEE)によって指導されている （ヨセフス『戦
記』 7．47；フイロン 『フラツクス」 78,80, 117) ('5]･ローマのケルーシア
(Y印oUGkM) は， ケルーシア長(YfpoUoL[tpx'19)によって指導きれていた











代誌j 14.258; フイロン『モーセの生涯」 2-216ラC"1.662,678a,683,684,
690) ． この用語法はフイリピの礼拝所についての使16: 13, 18の記述
に反映している( 171．シナゴーグはユダヤ人達が集まって祈りを捧げると
共に律法について学ぶ場であった（ヨセフス『古代誌｣16.43; 「アピオン」
2､175; フイロン 「世界の創造」 128; 『律法各論」 2．62; 「ガイウス』
156)。小アジアとギリシアの諸都市にシナゴーグが存在し，安息日礼拝
が行われ，パウロらがユダヤ人たちと語り合ったとされていることは
(13: 5, 1443; 14: 1 ; 16: 13 14; 17: 1 4, 10 12; 18: 4) , 当時のデイ
'5; SchUrer,3.9294, 102.
'6 Schurcr,3.9798.







｡opo'jl'EI℃［ て6', 9E6', (神を畏れる者たち) (使10: 2,22,35; 13 : 16,26),




定している' 19'｡ しかし.ﾃｨｱｽﾎﾗ･ﾕﾀﾔ教文献には. 巾060雌'ﾉoL
Tbpeﾓ6U;"66匹し0L T61, OE6,によりも, emOE"gという表現の方が頻出す
'息1 便13: 43だけは例外で、 wpo･iAUroL (改宗者）の形容となっている”
'9 R.Mar(二us, ~~TheSEb()"1E"0i lnlosEphus,"ノSS14 (1952)247250; K.Romaniuk,
"DieGO1[furchitigenimNeuenTEstament,"AGg"ms44 (1964) 6691 ;H.Bellen,
"EUMxYUYhTQ'' '1oU6"[(J' Kc(10ED●惰i)["DleALIssageeinerbosporanlsChenFreilaS-
sungsinschrift (CIRB71 ) zumProblemder>>GottfUrchitigen<<,"IAC89(1965/
1966) 1711761BLifshitz,"DLINouvEausurles ;SymPathisants',"ノSノ 1 ( 1970)
7784; F, Slegert, ' ~Gottfil,chitig,aundSymPathisanten,'' ノSﾉ4(1973) 109" 164;H
Hommel, "ludenundChristen imkaiscrlrhenMil,at : UberlegungenzLlrTheaterin-
sEhrift,''km,lb"/frMjireill"Ig"25 ( 1975) 167 195 ; T. Finn, "TheGodfear,arS
Reconsidered,"CBQ47 (1985) 7584; 1.ReynoldSandR.TImnenbaum, ノEWS‘J“
CDdRF!Jrer5"APﾉ1rodiffi"(Cambridge ; CambridgePhilolDgicillSociety, 1987) ;LL
Feldman> "lewish:Sympathizers' inClfIssi(galLiteratureandlnscriptions,､，TAE481
(1950) 2000208; idem. , &~Proselytesand[SymPathizers' intheLightoftheNew
InscriptionsfromAphrodisias, 1'REノ148(1989") 265305; J.AOverman, ~LTheGod
Fearers: SomeNegleetedFeatures､"ﾉSNT32 ( 1988) 1726;BWander,GDIｳr"cﾉ1"壇e
"MIJS)'"'P"ﾉ1j""IEFI.SmdierIzIJ"1ﾉzEj(JHi"/1e〃U""{jVO"Di"POr!岬"‘聰D9En(WUNT
104;Tubingen: I.C.B.Mohr, 1998) ; TIRajak､TﾉIどんwjfi/1Dm/pgIJEw"/ICr““”例
R､"Jcゴ Sf“j嘩加CⅡ〃Ⅱ、ﾉ”1．S“、〃加巳r""Drl (Leiden: Brill,2001)346347,449






る （ヨセフス 「古代誌」 7.130, 153; 9.260; 12284; 14110,308ラ 20.24,41,










碑文史料についても, ｡OpO'jILf''OL TbL' 8E6'' ; GE66IL峰し0L T6',"6', (神を





ている (SEGXXXVI970;"OII.14B34) (23' [] これら人々は，改宗者の段
咽｡' Trebilco, 143166;K.Lake,T/ieB"'"1i"ggQ/.CﾉIr“α河jり'J: T/'EAc"Q/.AP･srles
(vOl5; edS.EI.FoakeSlaCkSonandK.Lake; London:MacMillan, 1933)7496ぅL，
Feldman> "1ewishSympathizers,'' 200208; idem- , ~~ProselytesandSympathizers,
〕〕
265305;A皿Kraabel, ('TheDisappearanceofthe:GodFearers',''NIJ加母,28 (1981 )
1 13 126．




'23' l.ReynoldsandR.Tannenbaum, /Ew5 fIFI(jCo＃たdrErs (11APﾉMro“j“：Gγ“A
〃'虻rゅiio"swjr/TCo加加鋺印り↓ ; TEws_/i'D"' i/'EEx(J(n'"0FIs"Ap/'r')"i"CDII(JI"r"Iﾘ1





















'34 1-ReynoldsandR,mmnenbaum, 1924,5456,93 115;Wander,235239; R.TXIn-
nenbaum,:~lewsandGodfaarersintheHolyCityofAPhrDdisiaS,"BARIZ(1986) 54
57; L.H.Feldman, .､TheOmniprese]1"ofGodfta1℃rs,''BAR l2 ( 1986) 5869;
idem., :､Prosialytesand$Sympathizers' intheLight ()ftheNewlnscriptionsii･omAPhro
disias,"雌/ { l989) 274282 ; Trebilco, 152 155う E. 1. Schnabel,E"rl)'CJIr""Mjs-












は,ヘレニズム･ユダヤ教文献資料にも （ヨセフス『古代誌」 3217; フィ







聖書には, 4)060'jILf''OL tb'' KUpL6'ノ （主を畏れる者たち） という表現が出
て来ており． 敬腱なユダヤ人の形容となっている （詩115{1141 : 11 ; 11
8{1171 : 4; 13511341 : 20LXX;代下5: 6LXXラ ざらに， 詩25[241 : 14;
33(321 : 18; 34[331 : 8,10; 103[1021 : l1も参照)")。この表現は，新約聖
書に出てくる讃歌では， キリスト教徒の形容に転化しており， 巾060(I｣Q'"
α6℃61， （その方を畏れる者たち） （ルカl : 52;黙19: 5) ､ あるいは，
*0ll06iK''0↓ て66''oud･0U (御名を畏れる者たち) (黙1l : 18) といった形
で出てくる13' 1．使徒言行録の著者は，七十人訳の表現の対象を敢えて異
邦人のユダヤ教賛|面l者に適用して， 旧約的なヤハウェ （主）への信仰か
唾, これに対して． ラビ文献には（『エルサレム・ タルムードj 「メギッラー」
32.74a; ｢gll壯記・ラ･'バー」 28~5; Iメキルタ‘出エジプト記』 22抑ぅ 「レビ記・













協力者として彼の宣教旅行に伴っている （使16: 1 3; l7: 14) 15; 18:
5; 19: 22; 20: 4)、彼は‘ パウロが最も信頼を寄せた弟j"-であり． パ
ウロ沓簡に腱々言及される人物である （ロマ16: 21 ; Iコリ4: 171 16:
lO; IIコリ l : l i l : 29;フィ リ l : l ; 2: 19; Iテサl : 1 ; 3: 2,61









' ]2 1.B､TysDn, I"『"g"(1"IJ("s"J"7 I,14AEA(JIs (Columbla,SC:TheUniversit)'01.south


























]5 M.S(em,GrどEAIIJTIJL"r加AII"'(JrsD"/EwJ【加【j〃“さ"I (3vols; Ierusale]】昨’1,he


















リウス」36； タキトウス『年代記j 2.85)"'。 また． 後49年には皇帝ク
ラウディウスが， キリスト教の宣教を巡るユダヤ人の間の争論を理由に
ユダヤ人をローマから追放する勅令を出している (iローマ皇帝伝」 「ク
ラウディウス」25；使18: 2) '39)。他方， クラウディウスはアレクサンド
36 H.l.Leon,T/1ﾋﾉﾋw5q/A,1cienrR"1IJ (UpdatedcditiQni Peabod)LMA:He]'drick
Son' 1”51 5 10，
門ｱ S(ghurer,3.ll7Ⅲ】8.これに対してWILRaiak, "ARomanCharteribrthelew?､" in



























io| H.l.Lcon, 171e/cwsqfA"rie"〃わFTTE (Updatededitlon; Peabod)LMA:Hendrick-
S(m, 1995) 7592;LHKant,"lewishlnscriptionsinGreekandLatin,"ANRWII20,2
( 1989) 671 713; I,.MRutgers,T/lビノews"!L"EA''cie"rRp"!e' Evide'"eqfc"""ml
IF"gmLTIDr7"7 r/IcRD"'"Dj"Pord (Leiden: Brill,1995) 176209.
デイアスポラのユダヤ教を知る史料としての使徒言i丁録 139
自治組織はケルーシア(Yq]OUo(cM)と呼ばれ､ケルーシア長(γ甲oUoL(ipxng)


































者たち」という表現の集中的使用のように（使10: 2,22,35; 13: 16,26,
36,40; 16: 14; 17: 4， 17) ､ 同時代のヘレニスム・ユダヤ教文献から得
られる情報に比して際立った特色が見られる場合は， 史実よりも著者の
持っている文学的意図と神学思想を読み取るべきである。
叫凹 SChnabel,264を参照
